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ヤこ回呉会で会いましエうjｙ

χ

蚕莫．皆ごん、ご家茨９皆さん、右派.気で７か？

今奪クりじ海道μ､涼しくて．雨が少なくて．カラー＆Ｃでいて．とても

いいですね．作物にはよくないＪうで・が↓

栗京むヽらもどってさて、ああ．北海邁-､てこんなにいいのｐｘ、などとﾝ

改タで廊まﾚし乖しすと、空気がとてもおいしい９で１．そして、あａヽじ

めじめとして．攻苫し＜方おμ空気ａ中にいゐ蒙京ａき看さんが、とても

とても犬９毒こに略之ｊ:した．
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早い毛４で北奇道支部ができてから、こタ７月ぶ･S｝日ｒ講一耳に参り

司‾．支翠３李長苛で･・Ｊる■tm(^ *j::うな一尊命だったような気がむ

ま不今そ道難病達やま訥噺鶯涙i良､漸痢齢９退行ｇｃを.差えて

あわたすざしい毎日で１，そんな中なので、充分な后慧ばでさな、ヽひヽも

知おま忙んが、久しぶりで棄部ａ会粉乙摩族が瀬って、お話や.稽倣ﾌ･

支禎、相敦などを食啼を一諾､ｓ可ふ甲で７ｊしたいと.夥います、
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１．一斗局ａ始動バ荻告
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６月/７曰（Ｂ），むむあっい中１..東京却勁労泌祉会飴で妁/茫石ａ

全員乙多奪こａ秉楽，多馨ク,ボランティア．方.々・応端ゴー熱心ヽに．ヵヽ-，

盛瓢に圖ひ似寥し7ｓ。

結蔵少4釆２耳拓吻違動ｙ塚告を武田会長が行い凭野副４俵（太似）

り堤參ぞ叉会決議を霖択しました．

才2回秘会４こ四乞に.斎木ぷ汐喩ｔばじめ乙汀ゐ苔于り役員ａ袖虎ｋ

行いましｒこ。尚歿,会ａ謡希,ａ伊藤（進妻部）が考タ,１.しｎﾆ。

頂b全報公費葬担制く･･･一実施び遅れまブ
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尺変期疹していμ全額公費翼担制９奥功包ば．四本氏師訟糎対と

厚生器､道とか部・サポアー汝心:つて、大中にそ９寓涜が返沁応＆しが

フカ、ない状慾です友ｚ公支部では､遠逝病遠乙共に､淮い不ぷ八万奎ヽを

豪レ道t７対し一日も実施乞辱めふＪこう零球乞していま１･

実施が遅パゐ・､ニ乙もなって袴看心立て頷七おい９瑚同ぴ'一一層応えＪ

寸が、行政・創曼を一番壽い寿右と.家族､ｓジフ寄亡課ぶことは評せま

せん．通難丿硲運七ヽは､各大鳥碗一長路長完ｕ

　

地酒へぷ為ボを差レ留めろ

か、ｚは.病乾か実施手亡ヵ一泡周章､立７替え払いを寸考よう要詣'ほしに

高嶺妬額濯を受丁八ふ吊りふ方はとか支部ヘゴ相於てこつり、
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＠北海道で初､めてク､蔵前ヽです。ぜ｀ひご参加下さい。

＠当初、東道が子毫されてい牝字反野洗生は､希SきにＪり

　

秉進一できなくな自ました。

･匈払皆様,こ傷くおわび致レま１‾.

芦撫力庁硝訃づひヽお打

　

gto洗生ク､阿究発表を中､cｔ､座礁力左洲叶亮と.蚤琳､Ｊ

おふれる亮生言ごぜ乙研呪を七う一一十女寸寸心アもらうた列こ､湊菊で

主能才ゐ研延会ｔ痢？ま寸、

医師りす象５した七りで寸び翔/C吻ある方ばぜひご参方口下八八
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酋進皿報告
会受命升

７月､?ど）日（月）午友引跨～引痔

北海道層ｔ与全会舘３諧ぺ雪片吊

（才頃市北腸面IZrB TEL25/-9.が/）

　

立礼幌莉酉こ社内斜吉海宮田亮脆胞

尚、同封し乱仁研究会纏印獄は炎在あなたが弟漸減

草をうけていゐ主佑医ク焼ｉに．どび､直ぽ手儀レマゴ出席下

ごゐぶう､お毅いをして下九ト
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全加賠無力症友ク)会言動方針

　

私仁す袖友フ兪１、発め凍､会栽戸肺ａ(ｊげまし乙助けあい.Ｓ知戈胞名乞中･ｅ乙.しｒ

活を|漣か片そね慨歎碇詞嶺公耘匪ぶ池用をかちしる乙いう大ごな湖心恥２とぶ｀

でヽ?まし化、しかし．こ心遺剔映匯は、まだまだ不発全であるとﾆ言わ加tｋ(ｊならない、、完老

乙命浹に乙ってば､７哨i池砺勇がいべ訊参り1.嬬難識妬ll､生揃総則司蔵ヽ■mm.

ク伺殴．ど栽－¬と・てｔ、大ｊな応諏七｀あり･｣4む廸無力症乙穂巻ｱ声だ'穴４.膚求ｔ卯勧

ｔろこと4ぶで？まセん.竃rこを)９許えﾋ澪求な?勃と､して多く列

４してもらわ邨慨蝸なﾊJ七ん､そして、そ知ま夕＜詞日民にとｰ､て七利益≧４ふこ吠な1れ

1俳り心.廓･丁ゐ４ヽ饗七動11な1喰莫ｔ家汲グ衣鳶釦Ｓｋ喝求を一つ－７匍恥せ>^rqy>･

にせ沁.４哨謹ﾀに葵極蝕こ齢Cヽをも、７すｔみましょう．

　　　

全回筋無刀症反ク･会お回梅会決議

丿夏r占は人向としてまきる権剥があります．

　　

ほ本川釦氏は､健康が蘇や性別､耳令乞閲おず薯屈２ぷ‘系Ｇり七とで

　

等しり躬く礎康的な女化生活ｔ送ることがぞｊゐと保島7八７

　

いJ=寸．しむし現実淳一をうでに､ごあ/1ませ=ん．吏看､老メ､､刄ん子

　

供たちり話々ｙ複利は若しぺ圧.選され、凄に令奪されていま才．

　

こＪよらなが鱈に圓匯をおとしいれていゐ直疲ａ原因である尺漣

　

泳違洗と軍手優先・予算を.、明石い福赴丿土蚕建設が瓦冪へ全

　

面的ド組少替丈ゐこ乙乞勝求レj.了．

　

匯た､灘けない吏看や老ん９声をＪ=り政治に反β爽丿辻ろれダ)にヽ

　

在宅渡票制度大政池乞要求レま了．

２一曰毛尽く病気が治卜鴇ふい主老がて々ゐよケ原因(フ･究明

　

乙治療佳子防強．研究をですダ)て下さい。

Ｊ医療制友が田民．利益､ｓ全面昨こ必らよう改革を要ぶし群、

田不屈算医系制度も実浹吋ろことを孝弟しま寸．

(2)退行健康賑靉倒度を丸本的､べ汝鴬む.、も名家族９屡担ｔ火中に

　　

ヌ仙寸こ乙を娶求し李了・

(3)地域に専内病冪をつ（るよう尽求します

(4) ±活保淀基幸９引､ざ上ず生活９保雲Ｌを柘､玄通費タ･爺粁

　　

右緩べいの廃止､付糸紆クヽ無斜化など、迦循乙豪放が'守

　　

心レマヅ脳脹に専念で々るよ七に淳λこダ乙岸求しま可．
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苛脊染祉藻全心塾ダ｡ｙ苧謡之ヽ･海友。ざに上･仏心乱.J。

(£)、鍼･蔓ぴど山霊眼遠i堡檻認ダ心二大家しま寸･

(7ト金藪Ｚミミ之公俵乞一乞=lｔ･単･こ完全実心ﾌtゐこと｡乙。１ク･尊Ｑ岫

　　

大､乞要求し･ま乱

4L、近病をぺり出に．ほ．ＳＪ行或でＴ

　

永溥い轟奎、答島Ji13沓呼バ経済砂・ざと倉用客凝３鳶職

　

こ９責袷は術渇にμあり享吃心．

'舌tヽ向．貨寂と洛疹・そ象も着、・乖護霞赳ｌ.してきた寂府が

・ユごりリトフ謐扁を攻ｒヽ心汝・、と生み出してきれと.言式.ま不

引

　

耳昌奏か早居心心だ逮ｃ己ほｌがTI銚みをつ４４まふ盲４

細ｊ、政府に訊ゐこ7yではあり1ゼこんか．

命二友なば、Ｓsこ訪釦7，あゐ行政を４滅ｒ享．
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ヘ○こﾆ｀ニュー尺に'悉石左／７けて下さい'バシ９ぴ'

・今までｒ友。､蚕ユユー又』乙に逐ぶ｡て､？Ｊｔflﾆがし才三

穆郵掟物諮可などａ鳶昏石島・で。荷ｒ呵７-さなゐ前をツ1

たいと｡廻ヽいま１．

４Ｍやす（て、北海道ａ莫４支むいざ｀ていて、ｽﾞ7刄さ巴希堂２ｈ≪

よろな、そして、やさげ乙政ご７蔡､Ｊ､れていゐＪうなごをんな殲ふ

乞っけて下ごい、呪忘七で、と充喪１ゐと彫いま不

下の中心ヽふ忌ん七えけ､こうで１･

頬名･ユ４僻立なら。こ｡こ｡
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